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環境都市工学におけるGISの有効利用に関する研究
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1.はじめに

地図に代表される地理牌報は,続面に印刷された

これまでの地図から発展して,コンピュータにより

数倍化されたr数倍地図Jの形態で多様に利用できる

ようになってきた.紙の地図はその縮尺に応じて多

くの情報が印刷されている.数倍地図の場合,コン

ピュータにより,行政界とか道路,河川,病院,学

校等必要な情報を分離して取り出し,それらを個々

にあるいは何種類かを重ねあわせて表示し,図化 ･

印刷が可能である.このような地図の平面的利用に

加え,標高データを用いて立体的処理,すなわち鳥

撤回のような地図や任意の地形断面等の固化も可能

で ある. これ らは市販 の地理情報 システ ム

(GeographiclnformtionSysten:以下GISと

記す)ソフトを用いて行われている.環境都市工学

の分野においては今後益々GISの活用が図られる

状況にある.このような背景のもとに,当学科の教

官 ･技官の研究および学生の専門教育にGISの有

効利用を図るべくその研究を進めている.

2.GISの構造

2-1 ベクター型データとラスター型データ

GISで取り扱う図形データには,大きく分けて
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ベクター型とラスター型の2種類がある1)2).

ベクター型とは図形の形状を点,線,面に分け,

それぞれをⅩ,Y座標値と長さの組み合わせで表現

したものであり,曲線や面の外郭を短い親分(ベク

トル)の集合で表現する方法である.多角形をその

頂点の座標値を用いて画く.

ラスター型データとは2次元表面を細かいメッシ

ュに分けて表現する方法であり,分割されたメッシ

ュに2倍または多借のデータを有するもので,メッ

シュデータとも呼ばれる.多角形の内側の画素に色

をつけて塗りつぶすことによって多角形を表示する.

2-2 レイヤー構造

数値地図は冒頭でも述べたように,複数のレイヤ

ーと呼ばれる層データからなっている.レイヤーは

透明なフイルムのようなもので,各レイヤーには,

行政界,道路,鉄道,河川,基準点,ランドマーク

など,各々個別の地図情報が画かれていて,必要に

応じて各レイヤーを重ね合わせて用いる.これをオ

ーバーレイという.

8.GlSと国土空間ITl--タ基盤

地理的位置を手がかりとした位置に関する情報を

持ったGISデータを空間データという.阪神 ･淡

路大震災 (1995)の教訓を契機に,政府においてG

iSに関する本格的な取り組みが始まった.その中

核となるのが国土空間データ基盤の並億である3).

3-1 F土生rqT1--タ纂盤

国土空間データ基盤は,空間データのうち基盤的

なものを指し,大別して次の3つの要素からなる.
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①空間データ基盤:国土全体の地勢や行政界等の基

盤的地図データ.この整備を着実に進めるために

分類項目を標準化してある.その項目は,測地基

準点,標高 ･水深,河川 ･海岸線等,土地,建物

などである.

②基本空間データ :①に結びつけて利用される台帳,

統計情報等の うち,公共的観点から基本的と考え

られるデータ.

③デジタル画像 :航空写井や衛星画像等から作成さ

れるデータ.

このようなデータ基盤が整備されつつあり,GI

Sが急速に普及し,利活用されようという状況に

ある.

4. G IS教育

以上のような背景を眺めると,顔境都市工学の分

野においてG ISが,CADと同じように,近い将

来必ず日常的に利用されるようになるであろう.当

学科の学生にG ISの必要性と便利さを学んで実社

会に出て,多いに利用してもらいたいと考え,GI

S教材を模索している.G ISに興味を持ってもら

うために,層材として鳥轍図の作成を取り上げてみ

た.図1に,国土地理院の504メッシュ標高データ

を用いた鳥略図 (8)と地形断面図 (b)を示す.(a)

は本校から板子岳方向の眺望, (b)はその視線方

向の地形断面である.視点と視舟方向は任意に指定

することができる.実習では,自分の町の鳥政国を

作ることから始めて,G ISになじんでもらお うと

考えている.

5. G ISの利用

図2は地震被害調査の利用例である.各レイヤー

の地図情報,すなわち,(a)長野県北部の行政界,(b)

活断層.(C)被害の程度.(d)名称等をオーバーレイ

することによって,成果図(o)は作られる.これら

を手始めとして,G ISを防災-活用することを一

つのテーマとして演習させたい.なお,このほかに,

都市計画,河川や環境の各種現地調査などに利用し,

学生に演習させたいと考えている.

6.あとがき

著者らのG IS活用の研究は緒についたばかりで

ある.最近,地方公共団体が少しづつではあるがG

ISを利用し始めてきた.したがって近い将来,我々

の分野の有効なツールとなると思われるので,学生

たちにその利用の基本を学ばせたいと考える.
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